
幕別町忠類のナウマンゾウ化石産出層準の年代推定に

は，１９８８－９０年発掘時に見いだされた屈斜路羽幌火山灰

（K-Hb：奥村，１９９１b ; Kc-Hb：町田・新井，１９９２，両者

は同一の火山灰である．）が大きな役割を果たしてきた（赤

松・奥村，１９９６）．本稿ではテフラ層中の火山ガラスの主成

分組成を最も精度よく分析することのできる波長分散型電子

プローブマイクロアナライザを用い，１９８８－９０年と２００８年

の発掘で採取されたK-Hbとみられるテフラ層，十勝太の

K-Hb試料，K-Hbをもたらした屈斜路火砕流堆積物 IV

（KP-IV）を分析して対比を検討する．同時に２００８年発掘

で採取された洞爺火山灰（Toya：町田ほか，１９８７）につい

ても分析し，既存の分析データとの比較も行う．屈斜路火山

起源のテフラは相互に類似した岩石記載的特徴をもつため，

同定には精度の高い主成分分析が必要である（奥村，１９９１a ;

b）．

ナウマンゾウ化石産出露頭の２００８年露頭におけるテフラ

の層位と岩石記載的特徴については本論集で大津・廣瀬

（２０１０），早田（２０１０）によって詳細に述べられているので

参照されたい．本稿で分析を行った試料は早田（２０１０）の

H１９―３断面の試料５および試料２である．

分析には広島大学自然科学研究支援開発センター（N-

BARD）の日本電子製波長分散型電子プローブマイクロア

ナライザ JXA―８２００を用いた．分析条件は加速電圧１５kV，

プローブ電流１．２０×１０－８A，ビーム径１５ μm，ピークサー
チ５秒×１回，測定１０秒×２回とし，一粒子につき約１０

μm離れた２点を分析した．補正には ZAF Oxide 法を用い
た．分析装置の再現性を最も高い状態で維持するため，分析

薄片一枚に１４試料を封入して完全にポリッシュし，未知試

料と対比の基準となる試料を連続して分析した．一試料の測

定点数は１５～２０点とし，total の低い分析点，異なる主成分

組成をもつ分析点を除いて平均値と標準偏差を求めた．分析

手法と留意点は奥村（１９９３）に準ずる．

分析結果を第４―１表に示す．第４―１表には奥村（１９９１

b）・町田ほか（１９８７）で報告した関連する試料の分析値も

参考のために表示した．対比に有効な成分はTiO２，FeO，

MgO，CaO，K２Oであるが，忠類２００８―５，忠類１９８８，十

勝太―１は完全に一致する．網走呼人のKP-IVはK-Hb試料

に較べ，CaO，K２Oがやや高いが，これは粘土層中の火山

灰薄層と分厚い火砕流堆積物での風化の程度の違いを反映し

ており普遍的に認められる軽微な差異である．この結果か

ら，ナウマンゾウ化石産出露頭におけるK-Hbテフラの対

比は確立できる．なお，K-Hbに対比された試料にはマ

フィック成分が平均的な粒子を２０～４０％上回る細粒な火山

ガラス粒子が含まれ，集計からは除外されている．屈折率測

定では，これらの粒子が高い屈折値をもたらしている可能性

が高い．洞爺火山灰についても石狩低地帯南部の厚真火山灰
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第４―１表 忠類ナウマンゾウ化石に関連するテフラ層の主成分組
成に基づく対比．

分析値は上の行が平均値，下の行が標準偏差．Old analyses は東
京大学海洋研究所の日本電子製波長分散型電子プローブマイクロ
アナライザ JXA―７３３で行った．後者では補正に Bence-Albee 法
を用いた．
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２に対比できることが確実である．参考とした古い分析値で

は，新しい分析値に較べK２Oがやや低く，FeOと CaOが

やや高い値を取る傾向があるが，広域に分布するK-Hbお

よびToyaと忠類露頭の試料の対比を確認することができ

る．
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